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                                                                                                    展展示示解解説説シシーートト NNoo..８８  

香香芝芝市市二二上上山山博博物物館館  ■■全全国国初初  旧旧石石器器文文化化をを紹紹介介すするる石石のの博博物物館館■■   

二二上上山山とと３３つつのの石石  よよみみががええるる旧旧石石器器時時代代  

  

 

桜ヶ丘第１地点遺跡  スポット展示・香芝の文化財シリーズ③ 
        せ ん    こ く   れ き    会期：平成２２年２月２日（火）～同年２月２８日（日） 

 

 

 
 

 スポット展示は、博物館が収蔵する資料を用いてミニ展示を開催し、 

本市の歴史や文化財に対する興味・関心を深めていただき、新たな発 

見・理解・探究を満たし、学習活動のきっかけを提供する目的で開催して 

います。 

 ２月のスポット展示は、昭和５７年度に発掘調査が実施されました桜ヶ 

丘第１地点遺跡（市内穴虫）出土の線刻礫とナイフ形石器などの旧石器 

１３点に焦点を当てます。 

 この線刻礫は表面に断面Ｖ字状の溝が数本あり、出土当初は旧石器 

人が刻んだ石として話題を集めました。しかし、現在は自然石説も出て 

賛否両論です。そのような訳で、これまで１度も展示せずに収蔵庫の奥 

で眠っていました。 

 しかし、昨年、本市教育委員会生涯学習課で発行しています『かん館 

メールマガジン』（２００９/６月号Vol.45）で、本館館長がこの線刻礫にふ 

れたことから、愛読者の方々から展示の要望が相次ぎました。そこで思 

い切って公開することにしました。 

旧石器人に思いを馳せ、人為的なものか、自然にできたものか、皆さ 

んの目でじっくり観察してください。                 線刻礫„桜ヶ丘第１地点遺跡出土‟ 

 

― 今、古代大和は（４５） ―  石野博信・二上山博物館館長 

 “謎の線刻礫„せんこくれき‟”   

今、古代大和の発掘調査は新年度が始まったばかりで比較的静かです。 

何をお知らせしようかと考えていたとき、最近になって改めて観察した「旧石器時代の線刻礫」を思い出した。 

出土地は、奈良県香芝市穴虫の桜ヶ丘第１地点遺跡。 

二上山麓は石器の素材となるサヌカイトの産出地で、旧石器時代から弥生時代の石器製作遺跡が集中している。 

１９７５年（昭和５０）に橿原考古学研究所と旧石器文化談話会（松藤和人）によって発掘調査が行われ、報告書が刊行さ

れて一段と注目されるようになった。香芝市教育委員会は、２００６年から２００７年にかけて学校建設にともなう調査を

行い、２００８年に報告書を刊行して、各時代のサヌカイト採掘坑と製品・半製品によって原産地での石器製作の実態を

明らかにした。 

最近、たまたま調査担当の佐藤と二上山の話をしていて、「ところで最初の調査のときに出たあの線刻礫はどうなっ

てる？」と聞いた。「当初は人工として新聞にも出たけど、その後、自然礫説も出て、今は慎重です」とのことだった。 

そこで「今の眼で見てみよう」となって、収蔵庫から出してきてじっくりと観察した。 

当時の概報には、 

「…安山岩製線刻礫が出土した。春日山安山岩の岩脈露頭において観察されることが多い、非常に硬質の亜角礫を

利用している。線刻の施された面の裏面に石理に対応すると思われる格子状の亀裂が観察されるが、線刻は断面Ｖ

字形の溝状を呈しており溝間に切り合い関係が認められ、石理との対応は認められず、人為的な線刻である可能性が                                                                             
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大きい。」とある。はたしてそうであろうか。 

確かにパッと見た感じは人工品、線の断面形はＶ 

字形で明らかに石に彫り込まれている。しかし、見て 

いるうちに「待てよ」と気になったのは５×10センチ 

ほどの塊石の表面だけではなく、表面から２センチほ 

ど下の割れた面にもある線刻だ。割れた面が旧石器 

時代であれば、旧石器人が割れている面にも線を刻 

線刻礫„側面‟                     んだことになるが、割れ面は塊石全体の表面よりは 

新しそうだ。 

石には「目」がある。 

石工は石を割るときに「石の目をよく見ろ」と言う。石 

の目に柔らかい部分があると２万５千年の間には溝 

状になることもある。 

 私は高校生の頃、東北の縄文遺跡で３センチぐら 

いの石を貫通している菱形の孔を見たことがある。 

線刻礫„側面‟                     縄文人があけた孔だと信じて先生にみてもらったら 

「自然にできる方孔石だ」と言われ、がっかりしたことがある。 

 自然現象は、ときどき人工品のような作品を造ることがある。桜ヶ丘の線刻礫も自然の作品かもしれない。 

しかし、旧石器しかない土層の出土品であり、旧石器人が「この線刻は何だろう」と採集した塊石かもしれない。 

 そう思い、また丁寧に収蔵庫に収めることとした。 (かん館メールマガジン 2009/６月号 Vol.45 一部追加) 

 

  二上山博物館及び市民図書館では、それぞれの館長からのコメントや館からの連載記事で構成する「かん館メールマガジン」を 

 毎月配信しています。登録は次のアドレスにアクセスしてメールアドレスを登録して下さい。 

   http://kashiba-city.net/cancan/mailmaga/  

＊二上山博物館ホームページのトップページ最下段、「博物館/図書館メルマガ」には、バックナンバーがあります。 

 

 

 

 

                      

                        昨年の特別展「木棺と木簡」の開催にあたり、常設展の映像 

室をリニューアルし、企画テーマ室としました。 

下田東１号墳の埴輪群、同２号墳の木棺など、市内の主な古 

墳の出土品を紹介します。この部屋は特別展の第２展示室とし 

て使用する場合がありますが、それ以外は常設展として固定し 

ます。 

 

 

スポット展示開催中 
 
「桜ヶ丘第１地点遺跡 謎の線刻礫」               展示解説シート No.８ 

会期：平成22年２月２日（火）～同年２月28 日（日）                    平成22 年２月２日発行 

開館時間：午前９時～午後５時（入館は４時30分まで） 
休館日：毎週月曜日 

観覧料：一般200円（150円）、高・大学生150 円（100円）、小・中学生100円（50円）   〒639-0243 奈良県香芝市藤山一丁目17番17 号 

＊（ ）内は20名以上の団体割引料金。                          TEL.0745-77-1700 FAX.0745-77-1601 

                                               E-mail  nijyouzan@city.kashiba.lg.jp 
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